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～令和３年度  第７号～ 

ふるさとに未来の種を蒔こう 石川県立門前高等学校 

模擬店 

生徒会企画 イントロクイズ フリーステージ 男装・女装コンテスト 

前期生徒会の皆さん、 

企画・運営お疲れさまでした！ 

門高祭２０２１ 令和３年度のテーマ 

夢  ～みんなの心はノーディスタンス～ 

青団 ６６８点 

赤団  ５７５点 

学年旗 

11H 

12H 

21H 

22H 

31H 

茶道部 



 

   

１１月の予定 

１日   いしかわ教育ウィーク（～７日）・交通安全指導 
４日   県高Ｐ連研究大会・研修会 
       総合的な探究の時間発表会（２年） 
５日   介護福祉の魅力伝道師（１年）・就職公務員模試（２年） 
       学校評価中間報告会 
11日  新人大会（後期）（～14日） 

15日 交通安全指導 
17日 修学旅行(予定)（２年 長野方面～19日） 
21日 全商ビジネス文書実務検定 
22日 ふるさとに学ぶクリエイティブ人材育成事業（１年） 
23日 勤労感謝の日 
27日 全統プレ共通テスト（３年）（～28日） 
 
 

～後期生徒会の当面の活動～ 

毎月１日・１５日 交通安全指導 毎週水曜 参道清掃 

１１月～２月 生徒会誌『あおぎり』 第 7０号 制作 

１２月 中高合同歳末助け合い共同募金 
中高合同スポーツ交流会（１・２年）  
そば作り・進呈   各種ボランティア 等 

 
  

 

門前高校では、地元中学生数の減少を見据え、今後は他地域からも広く生徒

を募集しなければならないと考えています。そのためには、生徒を受け入れる
下宿先が必要となります。そこで、門前高校としては、町内下宿先マップ等を
作成したいと思います。来年４月から直ぐにという訳ではなく、今後、門高生

を下宿させて頂けるという方は、下記の門前高校までご連絡下さい。 

下宿先募集中！ 
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 会 長 登
のぼり

 柊
しゅう

士郎
じ ろ う

 さん 

私は、昨年の後期も生徒会に入って生徒会誌『あおぎ
り』の制作に携わりました。先日行われた門高祭では、新
型コロナウイルス感染症の影響で開催内容が制限される
中で、私たちを明るく楽しませてくださった先輩方の姿を見
て、私もそのように５１名の生徒とともに学校を引っ張って
いきたいです。全校生徒のみなさんよろしくお願いします。 

副会長 亀岡
かめおか

  友
とも

 さん 

私は、総合的な探究の時間の一環で、商店街の清掃
を行いました。そこでクラスを上手くまとめることができま
した。後期生徒会における主な活動は生徒会誌『あおぎ
り』の制作です。私は昨年度もこの制作に携わっており、
とても楽しみにしています。よろしくお願いします。 

３年生にとって、大切な思い出の１つ
となる生徒会誌『あおぎり』を、私たち
後期生徒会役員の手でしっかりとした
ものとなるように、２年生の先輩と協力
して頑張ります。 

 

書 記 下口
しもぐち

 凜奈
り ん な

 さん 

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
開催内容が大きく制限される中での学校行事が多い
ですが、私たちにとって一生に一度の高校生活を充実
させるために、みなさんの多くの意見や提案を取り入
れ、一人ひとりが納得できる楽しい活動が少しでも多く
なるように頑張りたいです。ご協力をお願いします。 

私は、最上級生として、私たちをまとめてくださった３
年生のために、後期生徒会の最大の行事である生徒
会誌『あおぎり』の制作を成功させたいです。この『あ
おぎり』の制作は昨年度も経験しているので、３年生に
満足してもらえるように頑張ります。 

 

書 記 田中
た な か

 杏里
あ ん り

 さん 

会 計 丸山
まるやま

 孔
こう

太郎
た ろ う

 さん 

私は、スライドなどのデザインをつくるこ
とが得意です。それを活かして総持寺開
祖７００周年を記念して総持寺商店街の
ゆるキャラ「ごらいくん」の制作に携わりま
した。このようなアイディア力や発信力を
後期生徒会で十分に発揮したいと思いま
す。よろしくお願いします。 

会 計 畑山
はたやま

 優
ゆ

理
り

花
か

 さん 

令和３年度の前半が終了しました。秋らしい季節の変化を目にすることで時間の経過が実感でき、「振り返り」しやすいタイミングとなります。 

高校生活には、日々様々なチャレンジする場面があります。先輩の体験や教員の指導があっても、失敗はあります。何度も失敗することもあるで

しょう。しかし、決して恥ずかしいことではなく、頑張っている証拠となります。しかしながら、全く同じ失敗を繰り返してはいけません。自分なりに

様々な工夫や改善を行いながら再チャレンジをする。この繰り返しが成長へと繋がります。たとえ工夫の結果が失敗でも、実りのある失敗と捉え、

少なからず成功へ近づいていると解釈すべきだとアインシュタインは伝えています。ここでより良い工夫や改善として大切な内容は、自己分析とし

ての「振り返り」と自分の言葉で語れる「まとめ」であり、次のチャレンジへ進む活力となります。 

来年度から高校で始まる新学習指導要領では、学習内容の改定と共に学習法の指導が初めて開始されます。学習の頑張り方の指導とは、振

り返る自己分析力であり、この指導の必要性は、その後の生き方に少なからず影響しているというエビデンス（根拠）がとれたと文科省は判断し

たはずです。この仕組みにより、大会での優勝経験や特別な受賞がなくとも、高校で成長し、将来伸びていく人材である証として、今後は進学や

就職の面接・小論文で評価していくことになるのですが、実はアインシュタインが伝えたかったことに含まれているのではと考えています。 

校長 金岡 利宏 
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